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日本海を越えていく  

守・破・離 
     校長 沼崎 幸治  

 

１年間のスタートにあたり、皆さんに「守破離（しゅ・は・り）」という言葉を紹介します。この「守破離」と

は、日本の古武道や芸能の修行における段階を指す言葉で、三つの成長過程を表しています。物事を学

び、習得し、そして独自の形に進化させることの大切さを意味します。 

守（しゅ）「守る」とは、基本をしっかりと学ぶことです。 

スポーツや楽器を始めるときに、コーチや先生から基本を学び、その通りに練習することです。たとえ

ば、サッカーではまずドリブルやパスの練習をします。楽器では使い方や音の出し方を覚えることです。 

破（は）「破る」とは、基本を学んだ上で、少しずつ自分の工夫や応用を加えていくことです。 

サッカーで言えば、自分のプレイスタイルに合った新しい技を試し、状況に応じて判断して行動すること

です。楽器でいえば、譜面に合わせて曲を演奏することです。自分で身に付けた基本を、どのような場面

で応用できるかを試したり、他の人と比べてみてもっと磨き上げたりする段階です。 

離（り）「離れる」とは、習得したものをさらに進化させ、自分だけのスタイルややり方を確立す

ることです。 

サッカー選手が世界的な舞台で活躍するとき、自分のオリ

ジナルな動きやプレイスタイルを持っています。演奏も、自分

が表現したい強弱やテンポを変えてより豊かな曲を奏でる

ことです。 

これを学校生活に当てはめると、「まず先生や友達から学

び、その後は自分で考え工夫し、最終的には自分らしい学び

や成長を見つける」ということです。学習では、計算や漢字、

英単語、基礎知識を覚え、それを活用して応用問題を解き、

さらにほかの教科や実生活とも関連付けて生かすことです。また、１学期は話し合いの基本を学び、２学期

はそれを活動で生かし、３学期に自分なりの表現でまとめるとも考えられます。 

合わせて大事なこととして、児童生徒がみんなで楽し

い生活を送るために、自分自身と友達の「命」と「人権」

を大切にしてください。一人一人が大切なかけがえの

ない存在です。児童生徒の皆さんも自分の、そして友だ

ちの「命」「人権」を大切にして生活してくれることが、何

よりも大切なことです。 

１年間、児童生徒の皆さんの心身ともに健やかな成長

と活躍を期待しています。（始業式 校長講話 改） 



わかめ採り 
 ４月８日（火）～１０日（木）に

わかめ作業を行いました。昨年１１

月のわかめ巻きで養殖されたわか

めが日本海の荒海の中で育ち、立派

なわかめになりました。 

 １日目は、わかめ落とし、わか

め洗い、わかめ干しの作業です。

児童生徒が分担しながら、楽しみ

ながら一生懸命に作業をしてい

ました。２日目は、わかめ割き、

わかめ離しです。中学２、３年生

が作業を行いました。暗く蒸し暑

い小屋の中での作業でした。３日

目は、乾燥わかめの搬入、包装作

業です。正確にグラム数を測ったり、わかめを切ったりと商品を完成させました。 

消費者にとっては、完成した商品しかわかりません。商品になるまでに、いろいろな人による、

丁寧な作業を経て、商品が完成します。児童生徒は、商品が完成するまでの過程を知ったり、粟

島の特産品を作ったりすることで郷土を愛する心を培うことができたと思います。 

保護者地域の方々、御協力ありがとうございました。 

 

避難訓練 
 ４月１８日（金）に避難訓練（火災）を行いました。避難訓練

は児童生徒だけではなく、教職員にとっても大切な訓練です。

「避難開始」の合図後、「おはしも」を徹底するとともに、ハン

カチで口を覆いながら、３分以内で体育館に避難することがで

きました。防災担当の加藤教諭からは、2016 年に起きた「糸魚

川大火」や今年度海外や日本でも起きた「森林火災」について話

をしました。また、沼崎校長からは、「訓練」と「練習」の違い

について話をしました。避難訓練後、小中分かれ

て防災について学習しました。その後、小学校で

は、避難扉をくぐる体験と災害時、家の中、外で

それぞれどんなことが起こるのかについて考えま

した。中学校では、『避難所で様々な人たちと生活

する際に、「中学生として」できることは何だろ

う。』をテーマに考えました。 

 粟島浦小中学校では、『危機管理マニュアル』を

作成し、災害が起こった時の対応を周知徹底して

います。万が一のときのために、適格で迅速な対応がとれるように教職員一同、訓練をしていき

たいと思います。 

 

今後の予定 

５月 １日（木） 

２日（金） 

７日（水） 

１０日（土） 

１２日（月） 

創立記念日、耳鼻科検診 

島びらき（～３日） 

学校生活アンケート、専門委員会 

健康ウォーク 

振替休業日（5/10） 

１４日（水） 

２２日（木） 

２３日（金） 

２６日（月） 

２７日（火） 

児童生徒総会 

小学校クラブ活動 

専門委員会 

発育測定 

マラソン大会（予備日２８日） 

生徒が考えた 

避難所で私たちにできること（一部） 

〇子どもの相手をする。 

〇配給などを手伝う 

〇高齢者へのケア（話を聞く、介護等） 

〇清掃 

〇ソーラン節を踊ってあげる 

〇元気づける（新聞、遊ぶなど） 
 



 


